
リニア駅設置要望書を提
出しました。

12月15日、東海旅客鉄道株式

会社へ都留市内へのリニア駅舎
の設置と富士北麓圏域への枝線
の設置についての要望書を提出
しました。
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市民歩け歩け大会が行わ
れました。

11月23日、平成の名水百選「十日

市場・夏狩湧水群」を巡る、第39
回市民歩け歩け大会が開催されま
した。

臆昼食にけんちん汁をいただきました。
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臆東桂地域が誇
る「太郎・次郎滝」

参加者の皆さん
は、この壮大な

風景に圧倒され
ていました。

ll H23．1．1

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
」
と
話
し
、
要
望
書
を
受
理
し
ま
し
た
。

1
2
月
1
5
日
に
は
、
国
土
交
通
省
の
交
通
政

策
審
議
会
小
委
員
会
が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
整
備
計
画
の
基
と
な
る
中
間
と
り
ま
と
め

を
了
承
し
、
営
業
運
転
開
始
に
向
け
た
取
り

組
み
が
確
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
都

留
市
内
へ
の
駅
舎
及
び
富
士
北
麗
圏
域
へ
の

横
線
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
、
今
回
の
要
望

書
に
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
、
計
画
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1
2
月
1
5
日
、
小
形
山
自
治
会
、
川
茂
自
治

会
、
リ
ニ
ア
対
策
中
谷
沿
線
住
民
の
会
、
九

鬼
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
及
び
都
留
市
議
会
の

連
名
で
、
都
留
市
内
へ
の
リ
ニ
ア
駅
舎
の
設

置
と
富
士
北
麓
圏
域
へ
の
横
線
の
設
置
に
つ

い
て
の
要
望
書
が
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
の
建
設

が
決
定
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
都
留
市
が

リ
ニ
ア
実
験
線
の
建
設
・
実
験
な
ど
に
対
し

て
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
支
え
て
き
た
こ
と

や
、
都
留
市
へ
リ
ニ
ア
駅
舎
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
最
大
の
魅
力
で

あ
る
富
士
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
在

り
、
富
士
山
を
中
心
と
し
た
地
域
振
興
に
大

い
に
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
な
ど
を
と
り
ま
と

め
、
都
留
市
内
へ
の
リ
ニ
ア
駅
舎
の
設
置
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

社
長
の
代
理
で
出
席
し
た
山
梨
リ
ニ
ア
実

験
セ
ン
タ
ー
遠
藤
所
長
は
、
「
皆
さ
ん
の
協

力
の
お
か
げ
で
、
リ
ニ
ア
実
験
線
で
の
業
務

は
安
全
に
、
そ
し
て
着
実
に
進
ん
で
い
ま

実
駅
て
出
輩
拙

二山
七
設
要
行

書
験
舎
の
に

1
1
月
2
3
日
、
束
桂
地
域
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
と
市
が
共
同
で
開
催
し
た

「
第
3
9
回
市
民
歩
け
歩
け
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

1
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
が
早
朝
ま
で

降
り
続
き
、
ス
タ
ー
ト
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
集
合
時
に
は
雨
も
上
が
り
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
心
地
よ
い
汗
を
か
き
な
が

ら
楽
し
く
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
束
桂
小
学
校
を
出
発
し
、

一
昨
年
、
平
成
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た

「
十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群
」
を
巡
る
約
7

血
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
コ
ー
ス
途
中
で

立
ち
寄
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
名
所
・
史
跡
で

は
、
地
元
の
方
に
説
明
を
受
け
る
な
ど
、

束
桂
地
域
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
に
は
十
日
市
場
自
治
会

の
皆
さ
ん
か
ら
「
け
ん
ち
ん
汁
」
の
提
供
を

受
け
、
昼
食
後
に
は
保
健
師
に
よ
る
健
康

講
座
も
行
わ
れ
ま
し
た
。


